
 

課
題 

貧困対策及び資源の循環を促進したい。 

  

事

業 

内

容 

使用した船橋市公立中学校の標準学生服やかばん等の学用品の回収及び販売 

【目的： 制服の再活用による貧困問題への手助け及び支援循環の促進 】 

 

事業費(Ａ) ２５１,４７７円  支援金(Ｂ) ８２,４７７円 

（事業収入：１６９，０００円）             （事業費に占める支援率（Ｂ/Ａ）：３２.８％）  

☑ どこで  市内全域 ☑ 回収・販売実績は？ 

☑ 対象   中学生の子をもつ家庭 （回収）  １３９点 

☑ いつ   １年をとおして（平成２９年より３年目） （販売）   ７９点 

事業費内訳 

１ クリーニング代 １６５，５３５円 ３ チラシデザイン料 20，000 円 

２ 消耗品費 ４０，２００円 ４ チラシ印刷代 25，742 円 

 1～4 合計(Ａ) 251，477 円 
 

  

効
果 

・ 安価で制服が手に入ることで、子どもたちが差別のない学校生活を送ることができた。 

・ 利用者の方にとって、資源を大切にしたり、引き継いだりすることの意識が強くなった。 

・ 地域の高齢者がボランティアとして関わってくれたことで「地域で子供たちを支える」と

いう雰囲気が作られた。 

 

工夫 

したこと 

・ 市内で行われるイベントに参加したり PTA 連合会へ働きかけたり、広く広報活動を

行った。 

・ 回収した制服等のクリーニング業務を、近隣の障害者福祉施設へ委託する事で、地

域の仕事おこしを行った。 
 

担当者 

より 

地道な広報活動を３年間行ってきて、「制服バンクがある」という安心感を利用する方

の中に感じることが増えてきました。また、使い終わった制服を活用してほしいという思

いも、回収した制服に添えられた、中学校名や状態を詳細に記したメモ、思いを綴ったお

手紙から沢山受け取りました。 

子育てにおける悩みの中で、特に経済的な不安は出口が見えず、負担が大きいもので

す。 

市からの就学支援制度もありますが、引越しやいじめ被害など様々な理由で転校が必

要になったり、急激な成長でサイズアウトした場合の公的支援は現状ありません。 

今後も工夫を重ねながら、長くこの活動を続けていきたいと思っています。 

団体名 ワーカーズコープちば  

事業名 ふなばし制服バンク事業 種別 Ⅱ型（３年目） 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

団体概要 
労働者が共同して地域社会に役立つ事業を行い、労働者の生活及び地位向上を図るととも

に、まちづくりに貢献することを目的として活動しています。事業内容は、訪問介護事業、求職者
支援事業、生活困窮者支援事業、学習支援事業、フードバンク事業など。 

連絡先 氏名: 岩下 芙由子 ℡ ０４７－４６７－４９２０ e-mail: seifuku.bank@gmail.com 


